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会  議  録（１） 
会 議 の 名 称 平成２９年度 第１回入間市文化財保護審議委員会 

開 催 日 時 
平成２９年６月２２日（木） 

午後１時３０分開会・ 午後３時１５分閉会 

開 催 場 所 入間市博物館 会議室 

議 長 氏 名 ○委枝窪 邦茂 

出席委員（者）氏名 
○委枝窪 邦茂  ○副鹿島 英明   田代 甲平  大舘 勝治 

渡邊 久芳 法隆 康一  柳澤かほる 梅津 久昭 染井 佳夫 

欠席委員（者）氏名 林 宏一 

説明者の職氏名 
博物館副主幹 大久保 卓  同主任 齋藤 祐司  

同主任 長谷川 奈美   

会 議 次 第 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 諮 問 

 指定文化財の新規指定について 

・木造観音菩薩立像 

４ 議 題 

(1) 諮問事項の検討について 

(2) 平成３０年度からの西洋館活用事業の実施について 

５ 報 告 

(1) 平成２８年度文化財保護事業及び活用状況の報告について 

(2) 平成２９年度文化財保護事業及び活用計画について 

６ その他 

７ 閉 会 

 

公開 

非 公 開 理 由  

傍 聴 者 数 ０人 

配 布 資 料 平成２９年度 第１回入間市文化財保護審議委員会資料 
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事 務 局 職 員 

職  氏  名 

・教育部部長 齋藤 光明 ・教育部次長 新見 輝明 

・教育部博物館館長 西勝 啓祐 

・博物館副館長 水村 章一  ・同副主幹 大久保 卓 

・同主任 齊藤 祐司 ・同主任 長谷川 奈美 

会議録作成方法 筆記 
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会  議  録（２） 
議事の概要（経過）・決定事項 

議   題 

４ 議 題 

(1) 諮問事項の検討について 

(2) 平成３０年度からの西洋館活用事業の実施について 

  

決 定 事 項 

 

(4)議 題 

(1) 諮問事項の検討について 

「木造観音菩薩立像」の指定理由書の内容について各委員より意見をい

ただき、次回の会議で修正した案を出すことになった。 

 

(2) 平成３０年度からの西洋館活用事業の実施について 

 資料２の西洋館活用事業の内容については、概ねこの方向性でよいと

いうことになり、今後は、これを市としての計画とすること、そして条

例設置に向けて進めることとなった。次回は、より具体的な内容につい

て審議することとなった。 
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会  議  録（３） 
発言者 発 言 内 容 

   

教育長より文化財保護審議委員会へ諮問 

 

４ 議 題 

○ 諮問されました「木造観音菩薩立像」の新規指定について、事務局よ

り説明をお願いします。 

○ 昨年度の審議で「木造観音菩薩立像」を新規市指定文化財にという話

がまとまり、今年度の審議で「木造観音菩薩立像」の文化財的価値、歴

史的価値を理由書という形でまとめていきます。今年度３回目の審議で

答申を出す予定でおります。理由書の案を資料１の通り作成しました。 

○ 理由書についてご意見がある方は挙手の上、ご発言ください。 

○ 私は彫刻もするので理解できますが、専門用語が多く、分からない方

いるかもしれません。しかし、内容としてはこれで十分だと思います。 

○ 理由書の前半は仏像のつくりを示し、後半は時代的背景や価値につい

て書いている構成ですね。３点、気になる所があります。14 行目に「写

実的な描写」とありますが、彫刻なので描写という言葉は適切ではない

と思います。「詫間派の関係」とありますが、「詫間派との関係」とする

か「関与」の方がいいと思います。また、当地域という言葉が出てきま

すが、より具体的に地域を示した方がいいと思います。 

○ 詫間派が彫師ではなく絵師であったことから、描写という表現にして

います。「詫間派の関係」と「当地域」の表現については、仰る通りだと

思います。 

○ 法光寺の仏像は、制作年代がわかっていると思うので、入れた方がよ

いと思います。 

○ 飯能市法光寺の仏像が指定文化財ならばそれを入れた方がいいと思

います。 

○ 調べて修正します。 

○ 写真で光っているものは後補ですよね。 

○ 光背や持物、頭の飾りも後補です。 

○ 後補というのは、もともとあったものを修復したのか、それともなか

ったものを新しく追加したのでしょうか。 

○ 再現修復がされたものと考えていいと思いますね。 

○ 住職が台座はなかったと言っていましたね。 

○ 今の台座は作り替えたものですが、仏像の方に台座にはめるほぞがあ

りますので、元々は台座があったと考えられます。 

○ 観音堂もいいものですね。 

○ 観音堂は黒須、笹井から来たという歴史を持っています。 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 委員長 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

委員長 

事務局 

委員 

 

委員長 

委員 

事務局 

 

委員長 

事務局 
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会  議  録（４） 
発言者 発 言 内 容 

  

 

 

○ では、このご意見をふまえ、理由書を直したものをまた次回に審議す

ることとします。次に、平成３０年度からの西洋館活用事業の実施につい

て事務局より説明をお願いします。 

○ 文化財の活用についてこれまでもご意見を頂いている所ですが、今

回は特に西洋館の活用案についてご意見を頂きたく提案します。西洋館

については、「地方創生拠点整備交付金」を活用し、懸案であった本館

屋根の改修工事を実施します。また、別館にトイレとキッチンを作るな

ど活用の利便性を図ります。今年度に工事を行い、平成３０年度から本

格的に活用をしていきたいと思います。どのように活用していくかとい

う方向性について、資料２の通り、事務局案を作っております。ご意見

をお願いします。 

○ 先日の一般公開を見に行きました。多くの方が見学に来ていること

に驚き、この方々からいくらか入館料を払ってもらい、西洋館の保存に

活かしていければと思いました。入館料をとることには賛成です。しか

し、入館料をとっても市の収入となるだけで西洋館に支出できないので

しょうか。会計処理としてはどうなるのでしょうか。 

○ 入館料は市の歳入となります。西洋館の保存を目的とした基金を作

り積立てする方法も考えられますが、基金が作れるかについては担当部

局と庁内で検討する必要があります。 

○ 来館者にとっては、入館料は西洋館の修繕にあててほしいという願

いがあると思います。集めた料金は西洋館の保存のために使われる保証

というか、手立てが必要だと思います。 

○ 資料２の文書は、今後、市としての西洋館活用計画になるのでしょ

うか。それとも、担当者の要望というレベルか、予算当局への説明資料

なのでしょうか。 

○ 市全体としての計画としていきたいと考えています。そのため、審

議委員会の後押しをして頂ければと思います。 

○ 市の計画としてちゃんと成立するといいと思います。この案には賛

成です。担当者の努力が伝わってきて読んでいて涙が出ました。これま

でも事業などを見ていて、市民ボランティアの方や市の担当者が努力し

ているのがわかります。しかし、市全体の姿勢として文化財保護を重要

に思っている様子が見えてきません。 

 旧黒須銀行も、修繕すべきところがたくさんある状態ですので、入間

市の貴重な文化財として直してほしいと思います。あの状態にしておく

のは恥ずかしくないのかと思います。もっと文化財の保護を市として行

っていく姿勢を見せてほしいと思います。市の総合計画には、西洋館の

保存活用につい 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 
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会  議  録（５） 
発言者 発 言 内 容 

  書いてあるのでしょうか。 

○ 第６次総合計画では、文化財の保護の項目があり、近代化遺産の保存

と活用について記載があります。 

○ 西洋館と旧黒須銀行について記載があったように思いますが。 

○ 「西洋館」「旧黒須銀行」等の近代化遺産の保存、両施設が一体となった

魅力ある活用事業の実施などに取り組むと記載があります。 

○ 指定管理者の導入を検討する旨の記載がありますが、指定管理者にする

かしないかは慎重に議論した方がいいと思います。安易に計画に書かない方

がいいと思います。大きな施設なら指定管理者にすることも考えられます

が、西洋館は小さな館であり、非正規職員３人程度の人件費を削るくらいの

効果しかありません。余談ですが、博物館の指定管理者となった狭山市立博

物館は悲惨だと思います。前の狭山市立博物館は好きでしたが、今では狭山

市と関係ない展示ばかりになってしまっています。指定管理者については慎

重に考えるべきだと思います。 

○ 入館料を取る場合、料金によっては家族全員分となると家計に痛手にな

ると思います。子どもから入館料を取るか取らないか、といった検討もこれ

から必要だと思います。撮影使用料は値上げの予定とのことですが、これま

ではいくらだったのでしょうか。 

○ 現在は撮影に一日使用すると１４万３千円を目的外使用料として取って

います。これまでの累積では、撮影使用料の歳入が２４９４万円、撮影の管

理業務に係るお金が５３５万円なので２千万円近い黒字となっています。 

○ 湯茶の提供ということですが、西洋館の雰囲気から紙コップでなく焼物

のカップで出したいところです。 

○ 食品衛生法で、洗い物をするためにお湯が出る設備がないと洗って使う

食器は使えないのですが、ガス給湯器を付けるには壁材も改修する必要があ

り、今回の改修工事では断念しました。将来的には考えていきたいと思いま

す。 

○ ガスの給湯器が問題なのであれば、電気の給湯器もあるので、検討して

みてはどうでしょうか。 

○ 今後検討します。 

○ 入間市なので、抹茶を提供するなどコーヒーより先にお茶があるといい

ですね。 

○ 食器を洗って使うことができないため、自動で入るコーヒーメーカーを

使うことを考えています。お茶についても今後検討していきます。 

○ 活用イベントでは、団体等と共催で行なう場合はいくらか収入を得られ

るよう、取り分を調整するのでしょうか。 

○ いろいろなケースがあるので、活用イベントでの収入についてはその都

事務局 

 

副委員長 

事務局 

 

委員 
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事務局 

 

委員 
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会  議  録（６） 
発言者 発 言 内 容 

  度の検討となると思います。 

○ ＰＶを撮影したラルクアンシエルのファンが今も多く訪れるように、撮

影に使った作品を活用するなど、西洋館の活用はまだまだいろいろ考えられ

るのではないかと思います。 

○ 平成２０年度に文化財保護審議委員会で西洋館の活用方法について答申

を出しました。８年間でどの程度達成でき、どれが難しいのでしょうか。活

用について、学校や公民館との連携がうまくできていないのではないかと見

受けますが、どうでしょうか。 

○ 平成２０年度の答申で出された活用計画については、概ね達成できてい

ると思います。常設的活用の一般公開、企画的活用は西洋館講座やコンサー

トを行っています。ただ、現状では企画的活用の回数は少ないと思います。

学校との連携については、昨年度は黒須小の３年生が見学に来まして、熱心

に見学していました。先生への研修で西洋館を案内し、郷土学習でぜひ使っ

てくださいと案内していますが、内容としては中学生レベルだね、という話

も出ています。また、公民館で見学会を企画して解説をすることも年何回か

行っています。 

○ 入館者は年間４０００人を見込んでいるということですが、それをキー

プできるのか懸念があります。昨年度のアリットフェスタ特別展では、公民

館と連携して団体で展示を見に来てもらうという企画力、動員力が良かった

と思います。西洋館でも入館者数を増やすため、そのような企画が必要だと

思います。嘱託職員とパート職員を配置するということですが、あと８カ月

しかない中で実現できるのでしょうか。 

○ スケジュールとしては、今回の審議委員会で頂いた意見を基に他部局と

調整し、９月頃に来年度予算の要求をします。すでに実施計画では出してい

る所です。委員会の後押しを頂ければと思います。入館者数については、や

はり日常的に公開しているだけでは人数が見込めないので、イベントが重要

になると思います。 

○ 公民館との連携事業では入館料が免除となり、経営を考えると厳しくな

ります。入館者のリピーターをいかに増やすかの工夫が必要です。例えばコ

ーヒーの紙コップを良い器にするとか、いろいろな改善が必要ではないでし

ょうか。 

○ おしゃれなカップを選べるとしたら、デートに使ってくれると思います。 

市長にも修復が必要な部屋、ひどいところを見せて、修復の必要性を感じて

もらうことも必要なのではないでしょうか。現在は公開日にも見せていない

貴賓室も公開してはどうでしょうか。 

○ ライトアップ記念特別イベントの際に貴賓室も公開しました。喜ぶ声も

ある一方で、あんな状態では恥ずかしいので見せるべきではないという意見

委員 
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会  議  録（７） 
 

発言者 発 言 内 容 

  

 

事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

   平成  年  月  日 

議 長 の 署 名                        

 

議長が指名した者の署名                        

もありました。 

○ この計画案の内容に異論はありません。今後、条例を定めていくと思う

ので、次回はより具体的になった案を見せて頂きたいと思います。この会議

が根拠になるように進めていければと思います。 

○ では、議事が終わりましたので議長をおります。 

○ 報告事項です。平成２８年度文化財保護事業及び活用状況の報告につい

て、平成２９年度文化財保護事業及び活用状況の計画について、資料３，４

の通りご報告します。これについて、ご質問がありましたらお願いします。 

○ 黒須地区周辺のマップでは、文化遺産をいかす会で協賛金を集めて作成

している「こけーら」があるので、競合しないよう配慮が必要だと思います。 

○ 今日の会議では、厳しい発言もしてしまいましたが、住民としていろい

ろ質問したいことがあるので、今日は言わせてもらいました。市役所で物を

決めるには、乗っかってない所で言ってもだめですから。前回、西沢家住宅

を見せてもらい、田代委員は部材の状態が良かったと仰っていたから、そう

なのかと思いましたが、指定文化財の建物なのに建てて活用することができ

ず部材を積んでおくだけというのは、入間市とはこんなに力がないのか、と

住民として悲しくなります。もっと文化財保護行政に力を入れるようこの会

議でも働きかけたいと思います。 

○ 西洋館周辺マップについてはこけーらに配慮して進めていきたいと思い

ます。入間市の予算が足りない中で、それでも進んでいる所もあります。文

化財保護行政に力を入れていけるよう、文化財保護審議委員会の後押しを頂

ければと思います。 

○ その他としまして、指定文化財の現状変更の報告が２件あります。旧黒

須銀行に自動火災報知機を設置するため、天井に穴を開ける現状変更を行い

ます。また、市指定文化財の志茂町屋台は車輪と後輪車軸の修理を行い、鉄

の車軸から木の車軸に復元変更となります。 

○ 次回会議は９月に開催を予定しております。 
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